
 

一 

◎
交
通
政
策
基
本
法
及
び
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

新

旧
対
照
表 

○
交
通
政
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
第
一
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 

（
交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
） 

第
三
条 

交
通
に
関
す
る
施
策
の
推
進
は
、
交
通
が
、
国
民
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
、
国
民
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
及
び
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
お
け
る
近
年
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
交
通
が
、

豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
産
業
、
観
光

等
の
国
際
競
争
力
の
強
化
並
び
に
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
社
会
の
維
持

及
び
発
展
そ
の
他
地
域
の
活
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ

の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
を
図
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
強
靱じ

ん

化
の

観
点
を
踏
ま
え
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
交
通
の
機

能
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
災
害
か
ら
の
避
難
の
た
め
の
移
動
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
の
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
で
き
る
限
り
、
当
該
災
害
に
よ
る

交
通
の
機
能
の
低
下
の
抑
制
及
び
そ
の
迅
速
な
回
復
に
資
す
る
と
と
も
に
、

 

（
交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
） 

第
三
条 

交
通
に
関
す
る
施
策
の
推
進
は
、
交
通
が
、
国
民
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
、
国
民
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
及
び
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
お
け
る
近
年
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
そ

の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
交
通
が
、
豊
か
な
国
民
生

活
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
産
業
、
観
光
等
の
国
際
競
争

力
の
強
化
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
そ
の
他
地
域
の
活
力
の
向
上
に
寄
与
す

る
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
旨

と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２ 

交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
を
図
る
に
当
た
っ
て
は
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
交
通
の
機
能
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当

該
災
害
か
ら
の
避
難
の
た
め
の
移
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に

鑑
み
、
で
き
る
限
り
、
当
該
災
害
に
よ
る
交
通
の
機
能
の
低
下
の
抑
制
及
び

そ
の
迅
速
な
回
復
に
資
す
る
と
と
も
に
、
当
該
災
害
の
発
生
時
に
お
け
る
避

難
の
た
め
の
移
動
に
的
確
に
対
応
し
得
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け



  

二 

当
該
災
害
の
発
生
時
に
お
け
る
避
難
の
た
め
の
移
動
に
的
確
に
対
応
し
得
る

も
の
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
日
常
生
活
等
に
必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
等
） 

第
十
六
条 

国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
国
民
の
交
通
に
対
す
る
需
要
が
多
様
化
し
、
又
は
減
少

す
る
状
況
に
お
い
て
も
、
国
民
が
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
に
当
た

っ
て
必
要
不
可
欠
な
通
勤
、
通
学
、
通
院
そ
の
他
の
人
又
は
物
の
移
動
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
離
島
に
係
る
交
通
事
情
そ
の
他

地
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
配
慮
し
つ
つ
、
交
通
手
段

の
確
保
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
公
共
交
通
機
関
に
係
る
旅
客
施
設
等
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
） 

第
十
七
条
の
二 

国
は
、
国
民
が
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
に
係
る
旅
客
施

設
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
の
支
援
そ
の
他
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
交
通
の
利
便
性
向
上
、
円
滑
化
及
び
効
率
化
） 

第
十
八
条 

国
は
、
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
民
等
の
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
に
お
け
る
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
が
適
切
に
充
足
さ
れ

れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

（
日
常
生
活
等
に
必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
等
） 

第
十
六
条 

国
は
、
国
民
が
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
に
当
た
っ
て
必

要
不
可
欠
な
通
勤
、
通
学
、
通
院
そ
の
他
の
人
又
は
物
の
移
動
を
円
滑
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
離
島
に
係
る
交
通
事
情
そ
の
他
地
域
に

お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
配
慮
し
つ
つ
、
交
通
手
段
の
確
保

そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

    

（
新
設
） 

     

（
交
通
の
利
便
性
向
上
、
円
滑
化
及
び
効
率
化
） 

第
十
八
条 
国
は
、
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
民
等
の
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
に
お
け
る
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
が
適
切
に
充
足
さ
れ



 

三 

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
定
時
性
の
確
保
（
設
定
さ
れ
た
発
着
時
刻
に
従
っ
て
運

行
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
、
速
達
性
の
向
上
（
目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
に
要
す

る
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
、
快
適
性
の
確
保
、
乗
継
ぎ
の
円
滑
化
そ

の
他
交
通
結
節
機
能
の
高
度
化
（
交
通
施
設
及
び
そ
の
周
辺
の
施
設
に
お
け

る
相
当
数
の
人
の
移
動
に
つ
い
て
、
複
数
の
交
通
手
段
の
間
を
結
節
す
る
機

能
を
高
度
化
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
、
輸
送
の
合
理
化
そ
の
他
の
交
通
の
利
便

性
の
向
上
、
円
滑
化
及
び
効
率
化
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

  

（
地
域
の
活
力
の
向
上
に
必
要
な
施
策
） 

第
二
十
条 

国
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
社
会
の
維
持
及
び
発
展
そ
の

他
の
地
域
の
活
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
企
業
の
立
地
並
び

に
地
域
内
及
び
地
域
間
の
交
流
及
び
物
資
の
流
通
の
促
進
に
資
す
る
国
内
交

通
網
及
び
輸
送
に
関
す
る
拠
点
の
形
成
（
基
幹
的
な
高
速
交
通
網
の
形
成
を

含
む
。
）
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
確
保
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

  

（
運
輸
事
業
そ
の
他
交
通
に
関
す
る
事
業
の
健
全
な
発
展
） 

第
二
十
一
条 

国
は
、
運
輸
事
業
そ
の
他
交
通
に
関
す
る
事
業
の
安
定
的
な
運

営
が
交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
事
業
基
盤
の
強
化
、
人
材
の
確
保
（
こ
れ
に

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
定
時
性
の
確
保
（
設
定
さ
れ
た
発
着
時
刻
に
従
っ
て
運

行
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
、
速
達
性
の
向
上
（
目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
に
要
す

る
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
、
快
適
性
の
確
保
、
乗
継
ぎ
の
円
滑
化
そ

の
他
交
通
結
節
機
能
の
高
度
化
（
交
通
施
設
及
び
そ
の
周
辺
の
施
設
に
お
け

る
相
当
数
の
人
の
移
動
に
つ
い
て
、
複
数
の
交
通
手
段
の
間
を
結
節
す
る
機

能
を
高
度
化
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
、
輸
送
の
合
理
化
そ
の
他
の
交
通
の
利
便

性
の
向
上
、
円
滑
化
及
び
効
率
化
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

  

（
地
域
の
活
力
の
向
上
に
必
要
な
施
策
） 

第
二
十
条 

国
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
そ
の
他
の
地
域
の
活
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
企
業
の
立
地
並
び
に
地
域
内
及
び
地
域
間
の
交
流

及
び
物
資
の
流
通
の
促
進
に
資
す
る
国
内
交
通
網
及
び
輸
送
に
関
す
る
拠
点

の
形
成
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

    
（
運
輸
事
業
そ
の
他
交
通
に
関
す
る
事
業
の
健
全
な
発
展
） 

第
二
十
一
条 

国
は
、
運
輸
事
業
そ
の
他
交
通
に
関
す
る
事
業
の
安
定
的
な
運

営
が
交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
事
業
基
盤
の
強
化
、
人
材
の
育
成
そ
の
他
必



  

四 

必
要
な
労
働
条
件
の
改
善
を
含
む
。
）
の
支
援
、
人
材
の
育
成
そ
の
他
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
交
通
の
機
能
の
低
下
の
抑
制

及
び
そ
の
迅
速
な
回
復
等
に
必
要
な
施
策
） 

第
二
十
二
条 

国
は
、
国
土
強
靱
化
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
け
る
交
通
の
機
能
の
低
下
の
抑
制
及
び
そ
の
迅
速
な
回
復

を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
災
害
か
ら
の
避
難
の
た
め
の
移
動
を
円
滑
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
交
通
施
設
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の

向
上
、
相
互
に
代
替
性
の
あ
る
交
通
手
段
の
確
保
、
交
通
の
機
能
の
速
や
か

な
復
旧
を
図
る
た
め
の
関
係
者
相
互
間
の
連
携
の
確
保
、
災
害
時
に
お
い
て

一
時
に
多
数
の
者
の
避
難
の
た
め
の
移
動
が
生
じ
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
交

通
手
段
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

   

（
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
交
通
の
機
能
の
低
下
の
抑
制

及
び
そ
の
迅
速
な
回
復
等
に
必
要
な
施
策
） 

第
二
十
二
条 

国
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
交
通
の
機

能
の
低
下
の
抑
制
及
び
そ
の
迅
速
な
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
災
害
か

ら
の
避
難
の
た
め
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
交
通
施
設
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
、
相
互
に
代
替
性
の
あ
る

交
通
手
段
の
確
保
、
交
通
の
機
能
の
速
や
か
な
復
旧
を
図
る
た
め
の
関
係
者

相
互
間
の
連
携
の
確
保
、
災
害
時
に
お
い
て
一
時
に
多
数
の
者
の
避
難
の
た

め
の
移
動
が
生
じ
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
交
通
手
段
の
整
備
そ
の
他
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

 
 

 
 



 

五 

○
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
（
第
二
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 

（
略
） 

 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
十
一
世
紀
前
半
に
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
大
規
模
な

地
震
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
首
都
直
下
地
震
、
火
山

の
噴
火
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
震
、
火
山
の
噴
火
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
連
続
し
て

発
生
す
る
可
能
性
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
規
模
自
然
災
害
等

が
想
定
さ
れ
る
最
大
の
規
模
で
発
生
し
た
場
合
、
東
日
本
大
震
災
を
超
え
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
ま
さ
に
国
難
と
も
い
え
る
状
況
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
地
震
、
台
風
、
局
地
的
な
豪
雨
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が

各
地
で
頻
発
し
て
い
る
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
の
猛
威
か
ら
目
を
そ
ら

し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
猛
威
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
等
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、

並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
を
守
る
こ
と
は
、
国
が
果
た
す
べ
き
基
本
的

な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

（
略
） 

  

（
基
本
方
針
） 

第
八
条 

国
土
強
靱
化
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
推
進
さ
れ
る

 

（
略
） 

 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
十
一
世
紀
前
半
に
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
大
規
模
な

地
震
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
首
都
直
下
地
震
、
火
山

の
噴
火
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
震
、
火
山
の
噴
火
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
連
続
し
て

発
生
す
る
可
能
性
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
規
模
自
然
災
害
等

が
想
定
さ
れ
る
最
大
の
規
模
で
発
生
し
た
場
合
、
東
日
本
大
震
災
を
超
え
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
ま
さ
に
国
難
と
も
い
え
る
状
況
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
の
猛
威
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
猛

威
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災

害
等
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び

国
民
経
済
を
守
る
こ
と
は
、
国
が
果
た
す
べ
き
基
本
的
な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。 

  
（
略
） 

  

（
基
本
方
針
） 

第
八
条 

国
土
強
靱
化
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
推
進
さ
れ
る



  

六 

も
の
と
す
る
。 

 

一 
（
略
） 

 

二 
行
政
、
情
報
通
信
、
交
通
そ
の
他
の
国
家
及
び
社
会
の
重
要
な
機
能
の

代
替
性
の
確
保
、
生
活
必
需
物
資
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
よ
り
、
大
規

模
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
機
能
が
致
命
的
な
障

害
を
受
け
ず
、
維
持
さ
れ
、
我
が
国
の
政
治
、
経
済
及
び
社
会
の
活
動
が
持

続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

三 

（
略
） 

 

四 

地
域
間
の
連
携
の
強
化
、
国
土
の
利
用
の
在
り
方
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

地
域
の
活
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合

に
お
け
る
当
該
大
規
模
自
然
災
害
等
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る

こ
と
。 

 

五
～
七 

（
略
） 

も
の
と
す
る
。 

 

一 

（
略
） 

 

二 

国
家
及
び
社
会
の
重
要
な
機
能
の
代
替
性
の
確
保
、
生
活
必
需
物
資
の

安
定
供
給
の
確
保
等
に
よ
り
、
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
当
該
機
能
が
致
命
的
な
障
害
を
受
け
ず
、
維
持
さ
れ
、
我
が
国

の
政
治
、
経
済
及
び
社
会
の
活
動
が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。 

 

三 

（
略
） 

 

四 

地
域
間
の
連
携
の
強
化
、
国
土
の
利
用
の
在
り
方
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
大
規
模
自
然
災
害

等
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る
こ
と
。 

  

五
～
七 

（
略
） 

 
 

 


